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土
岐
善
麿
作
詞
校
歌
の
収
集

丹
治
麻
里
子

　

土
岐
善
麿
は
歌
人
や
新
聞
記
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
他
に

も
多
く
の
顔
を
持
っ
て
い
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
学
会
理
事
（
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
就
任
）、
日
比
谷

図
書
館
長
（
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
三
月
就
任
。
図
書
館

人
と
し
て
の
土
岐
善
麿
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
大
伏
春
美
氏
・
大

伏
節
子
氏
編
著
『
土
岐
善
麿
と
図
書
館
』（
新
典
社
、
二
〇
一
一

年
）
が
大
変
参
考
に
な
る
。）、
国
語
審
議
会
会
長
（
第
一
期
か
ら

第
五
期
（
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
十
一
月
十
日
か
ら
昭
和

三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
三
月
二
十
二
日
ま
で
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

研
究
者
と
し
て
は
、
万
葉
集
、
田
安
宗
武
、
京
極
為
兼
、
漢
詩

な
ど
を
研
究
し
、『
作
者
別　

万
葉
全
集　

上
巻
・
下
巻
』（
ア
ル

ス
、
一
九
二
八
年
）、『
田
安
宗
武　

第
一
～
四
冊
』（
日
本
評
論

社
、
一
九
四
二
年
～
一
九
四
六
年
）、『
京
極
為
兼
』（
西
郊
書
房
、

一
九
四
七
年
）、『
新
訳　

杜
甫
』（
光
風
社
書
店
、
一
九
七
〇
年
）

な
ど
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
田
安
宗
武
』
は
帝
国
学

士
院
賞
を
受
賞
し
た
。
ほ
か
に
、
論
文
や
随
筆
の
執
筆
も
も
ち
ろ

ん
多
い
。

　

さ
ら
に
新
作
能
の
創
作
ま
で
も
行
い
、「
夢
殿
」（
一
九
四
三
年

初
演
）、「
実
朝
」（
一
九
五
〇
年
初
演
）、「
鶴
」（
一
九
五
九
年
初

演
）
な
ど
十
六
編
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、「
作
詞
家
」
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
土
岐
が
作
詞
を
し
た
も
の
は
、
合
唱
曲
、
童
謡
、
社

歌
、
仏
教
歌
、
自
治
体
が
制
定
す
る
歌
（
区
歌
・
市
歌
な
ど
）、

軍
時
歌
謡
な
ど
、
実
に
多
岐
に
渡
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
特
に

多
く
の
作
詞
を
手
が
け
て
い
た
の
が
「
校
歌
」
で
あ
っ
た
。
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武
蔵
野
文
学
館
で
は
土
岐
の
業
績
の
一
つ
と
し
て
こ
の
「
校

歌
」
に
注
目
し
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
そ
の
第
一
段
階
と

し
て
土
岐
が
作
詞
し
た
校
歌
の
収
集
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は

こ
の
活
動
の
記
録
と
し
て
、
校
歌
を
収
集
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、

校
歌
の
収
集
方
法
、
現
段
階
で
の
収
集
の
成
果
、
成
果
と
そ
の
公

開
に
つ
い
て
記
し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、
武
蔵
野
文
学
館
と
い
う
も
の
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
武
蔵
野
文
学
館
は
平
成
二
十
（
二

〇
〇
八
）
年
に
発
足
し
た
。
主
な
目
的
は
、「
武
蔵
野
大
学
」
や

「
武
蔵
野
」
に
関
す
る
文
学
者
、
文
学
作
品
に
つ
い
て
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
沿
い
、
武
蔵

野
文
学
館
で
は
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
研
究
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
パ
ネ
ル
展
示
や
図
録
の
発
行
と
い
う
形
で
公
開
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
第
一
回
目
の
企
画
展
示
を
平
成
二
十
二
（
二
〇
一

〇
）
年
十
月
に
開
催
し
、「
土
岐
善
麿
・
秋
山
駿
・
黒
井
千
次　

武
蔵
野
の
教
壇
に
立
っ
た
文
学
者
」
と
題
し
て
、
土
岐
善
麿
・
秋

山
駿
・
黒
井
千
次
と
い
う
武
蔵
野
女
子
大
学
及
び
武
蔵
野
大
学
に

て
教
壇
に
立
ち
熱
心
に
学
生
を
指
導
し
た
三
人
の
文
学
者
を
と
り

あ
げ
た
。

　

会
期
終
了
後
は
図
録
の
編
集
に
着
手
し
、
展
示
内
容
の
再
掲
・

再
編
に
加
え
て
展
示
開
催
ま
で
の
道
の
り
と
終
了
後
の
ス
タ
ッ
フ

の
所
感
な
ど
を
「
第
一
章　

企
画
展
示
の
記
録
」「
第
二
章　

企

画
展
示
を
終
え
て
」「
第
三
章　

企
画
展
示
前
後
」
の
三
章
構
成

で
ま
と
め
た
図
録
を
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
に
出
版
し
た
。

　

本
展
示
と
図
録
は
ど
ち
ら
も
好
評
を
博
し
、
図
録
は
在
庫
が
な

く
な
る
ま
で
に
な
っ
た
た
め
同
年
五
月
三
十
日
に
増
補
改
訂
版
を

出
版
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
多
く
の
方
が
購
入
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
三
人
の
文
学
者
た
ち
や
「
武

蔵
野
」
と
い
う
土
地
に
興
味
を
持
ち
、
知
り
た
い
と
考
え
る
人
が

多
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
土
岐
善
麿
研
究
に
限
っ
て
言
え
ば
、
成
果
の
公
開
と
し

て
『
武
蔵
野
文
学
館
紀
要　

創
刊
号
』（
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
文

学
館
準
備
室
、
二
〇
一
一
年
）
所
載
の
「
土
岐
善
麿
著
作
年
表
」

が
あ
る
。
冷
水
茂
太
氏
と
斎
藤
英
子
氏
が
既
に
発
表
し
て
い
る
著

作
年
表
を
踏
ま
え
つ
つ
、
土
岐
の
著
作
の
現
物
を
一
つ
一
つ
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
、
単
行
本
（
藤
井
真
理
子
氏
担
当
）
と
能
楽
関

連
の
雑
誌
掲
載
分
及
び
単
行
本
（
深
澤
希
望
氏
担
当
）
と
に
分
け

て
出
版
年
順
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。



　

文
学
館
の
調
査
が
利
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
。『
武
蔵
野
文
化
を

学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
土
屋
忍
編
、
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
四
年
）

中
の
土
屋
忍
氏
に
よ
る
「
コ
ラ
ム　

武
蔵
野
・
む
さ
し
野
・

M
usashino

―
若
山
牧
水
と
土
岐
善
麿
」
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

井
上
悠
氏
が
調
査
し
た
土
岐
の
第
一
歌
集
『
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ

Ｉ
』（
一
九
一
〇
年
）
の
書
誌
（
未
完
）
が
参
照
さ
れ
、
土
岐
が

短
歌
を
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
横
書
き
三
行
書
き
で
表
し
た
こ
と

に
対
す
る
考
察
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
共
に
、『
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ａ
Ｉ
』
の
テ
ク
ス
ト
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
が
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
蔵
野
文
学
館
で
は
「
武
蔵
野
大
学
」
や
「
武

蔵
野
」
の
文
学
に
つ
い
て
調
査
研
究
と
公
開
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、
土
岐
が
作
詞
し
た
校
歌
の
収
集
に
話
を
移
す
。
武

蔵
野
文
学
館
が
な
ぜ
土
岐
の
作
詞
し
た
校
歌
の
収
集
を
始
め
た
の

か
、
収
集
の
方
法
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
収
集
し
た
成
果
と

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
公
開
し
た
か
を
、
詳
し
く
記
し
て
い
き
た
い
。

一
、
校
歌
を
収
集
す
る
に
至
っ
た
経
緯

　

平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
に
、
武
蔵
野
文
学
館
の
新
た
な

研
究
題
材
を
決
定
す
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
際
、
翌
年
が
土
岐

の
生
誕
一
三
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
土

岐
善
麿
」
に
つ
い
て
研
究
を
し
公
開
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と

い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
通
り
第
一
回
展
示
に
も
土
岐

は
と
り
あ
げ
た
が
、
今
度
は
土
岐
を
単
独
で
と
り
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
で
は
土
岐
の
何
を
研
究
す
る
の
か
。
短
歌
、
ロ
ー

マ
字
、
新
作
能
、
漢
詩
な
ど
多
く
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
が
、
武
蔵

野
文
学
館
と
し
て
は
、
土
岐
の
業
績
と
し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
で
あ
ろ
う
「
作
詞
」
に
つ
い
て
、
特
に
、
教
育
者
で
も
あ
っ

た
土
岐
が
手
が
け
た
「
校
歌
」
に
つ
い
て
を
研
究
し
、
公
開
す
る

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
「
生
誕
一
三
〇
年
」
を
記
念
し
て
の

催
し
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
悔
い
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
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二
、
校
歌
収
集
の
方
法

　

校
歌
を
研
究
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
土
岐
が
作
詞
し
た
校
歌
を

す
べ
て
収
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
収
集
の
活
動

が
始
ま
っ
た
。

　

校
歌
の
収
集
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校
が
公
式
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て

い
る
こ
と
が
現
在
ほ
ぼ
一
般
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
校
歌
の
歌
詞

や
、
作
詞
者
、
作
曲
者
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
全
国
の
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
闇
雲
に
一
つ
一
つ

確
認
し
て
回
る
の
は
非
効
率
的
で
あ
り
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。

そ
こ
で
参
考
に
し
た
の
が
、『
周
辺
』（
第
一
巻
第
十
号
、
一
九
七

二
年
十
一
月
）
に
収
載
さ
れ
た
冷
水
茂
太
氏
に
よ
る
「
土
岐
善
麿

作
詞
校
歌
一
覧
表
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
表
は
、
土
岐
が
校
歌
の
作

詞
を
し
た
学
校
を
「
小
学
校
」「
中
学
校
」「
高
校
そ
の
他
」
の
三

つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
名
・
作
曲
者
・
作
年
月
を
列
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
冷
水
氏
に
よ
れ
ば
二
百
六
十
三
校
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
表
は
、
調
査
を
す
る
学
校
に
あ
た
り
を
つ
け
る
と
い

う
意
味
で
助
け
と
な
っ
た
。
た
だ
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
れ
は
冷
水
氏
が
調
べ
た
時
点
で
の
情
報
だ
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
校
名
が
改
称
さ
れ
た
り
、
統
合
さ
れ
た

り
、
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
学
校
の
状
況
が
こ
の
表
が

作
成
さ
れ
た
と
き
と
変
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
よ
う
な
学
校
は
調
査
せ
ず
と
も
よ
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
校
名
が
変
わ
っ
て
も
土
岐
作
詞
の
校
歌

を
歌
い
継
ぐ
学
校
は
実
際
に
あ
り
、
ま
た
廃
校
に
な
っ
て
今
は
も

う
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
確
か

に
土
岐
が
関
わ
っ
た
作
品
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

さ
て
、
冷
水
氏
に
よ
る
一
覧
表
を
手
掛
か
り
と
し
て
収
集
を
開

始
し
た
わ
け
だ
が
、
程
な
く
三
つ
の
問
題
が
出
て
き
た
。

　

一
つ
目
は
、
学
校
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
歌
詞
以
外
に
も

校
歌
の
研
究
を
行
う
上
で
重
要
と
な
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
同
時
に
記
録
し
て
い
く
必
要
性
が
出
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
重
要
と
な
る
情
報
と
は
、
作
曲
者
、
校
歌
の
制
定
年
月

日
、
制
定
当
時
の
校
長
名
、
校
歌
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ

つ
に
加
え
、
学
校
の
所
在
地
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
、
沿
革
な
ど



も
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

二
つ
目
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
校
歌
の
情
報
が
見
当
た
ら

な
い
が
、
他
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
有
益
な
情
報
を
見
つ
け
ら
れ
る

場
合
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
は
、
主

に
学
校
の
同
窓
会
、
学
校
を
設
置
し
て
い
る
法
人
な
ど
が
運
営
し

て
い
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
以
外
に
、
冊
子
媒
体
の
も
の
で
有

用
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
見
つ
け
、
こ
れ
も
記
録
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

収
集
を
始
め
た
段
階
で
は
こ
れ
ら
を
予
想
で
き
て
お
ら
ず
、
何

を
ど
の
よ
う
に
記
録
す
る
か
も
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
作

業
者
ご
と
に
記
録
の
仕
方
も
記
録
の
内
容
も
一
致
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、「
何
を
記
録
す
る
べ
き
か
」
を
話
し
合
い
定
め
た

上
で
、
記
録
方
法
を
統
一
す
る
た
め
に
「
土
岐
善
麿
作
詞
校
歌　

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
・
冊
子
調
査
票
」（
以
下
、
調
査
票
）
をM

icrosoft 

Excel

で
、
記
入
の
仕
方
を
記
し
た
手
引
き
をM

icrosoft W
ord

で
作
成
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
冊
子
を
分
け
な
か
っ
た
の
は
、

研
究
に
有
用
な
情
報
は
ひ
と
と
こ
ろ
に
蓄
積
し
て
お
い
た
方
が
利

便
性
が
よ
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
調
査
票
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
。

　

調
査
票
は
八
つ
の
シ
ー
ト
か
ら
な
る
。
う
ち
六
つ
が
情
報
を
記

入
す
る
た
め
の
も
の
、
二
つ
が
作
業
者
の
操
作
を
簡
便
化
す
る
た

め
に
挿
入
し
た
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
用
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　

六
つ
の
記
入
用
の
シ
ー
ト
と
し
て
、「
記
入
シ
ー
ト
確
認
表
」

「
学
校
情
報
」「
学
校
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票
」「
公
式
以
外
の

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票
」「
冊
子
調
査
票
」「
全
体
的
な
補
足
」
を

作
成
し
た
。
な
お
、
決
ま
り
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
や
冊
子

中
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
記
入
す
る
こ
と
を
厳
守
と
し
た
。
明
ら
か

な
誤
り
で
あ
っ
て
も
と
り
あ
え
ず
は
そ
の
ま
ま
記
入
し
、
誤
っ
て

い
る
点
を
各
記
入
欄
の
備
考
に
記
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
収
集
の
作
業
に
集
中
す
る
た
め
と
、
実
は
誤
り
で
は
な
い
の

に
訂
正
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
後
々
研
究
の
妨
げ
に
な
る
、
と
い

う
事
態
を
起
こ
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

記
録
用
の
シ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
通
り
。

一
シ
ー
ト
目
：
記
入
シ
ー
ト
確
認
表

　

情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
は
ど
れ
な
の
か
を
記
録
す
る
も
の
。

　

情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
の
欄
に
「
○
」
を
つ
け
て
お
く
こ
と
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で
、
作
業
者
が
ど
の
シ
ー
ト
に
記
入
を
し
た
か
が
一
目
で
把
握
で

き
る
。

二
シ
ー
ト
目
：
学
校
情
報

　

学
校
の
基
本
的
な
情
報
を
記
録
す
る
も
の
。

　

情
報
源
と
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
情
報
を
確
認
し
た

年
月
日
、
学
校
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
備
考
と
、
主
な
沿
革
を
記
入
で
き
る
。
校
名
、
所

在
地
、
沿
革
は
校
歌
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
記
載
が
あ
れ

ば
確
実
に
記
入
す
る
。
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
は
、
学
校
に
問

い
合
わ
せ
を
す
る
と
き
の
た
め
に
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

三
シ
ー
ト
目
：
学
校
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票

　

学
校
が
公
式
に
運
営
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
存
在
し
、
そ

こ
に
校
歌
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
そ
れ
を
記
入
す
る

も
の
。

　

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
あ
る
も
の
の
そ
こ
に
校
歌
情
報
が
な
い

場
合
は
、
必
ず
「
ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
中
に
校
歌
情
報
な
し
」
の
チ
ェ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。
シ
ー
ト
に
記
入
が
な
い
理

由
が
、
調
査
し
た
が
情
報
が
無
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
未
調
査
だ

か
ら
な
の
か
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

調
査
票
は
A
4
サ
イ
ズ
四
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
て
い
る
。

　

一
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
ま
ず
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
確
認
日
と
校
歌
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
記
入
し
、
次
に
六
つ

の
調
査
項
目
に
そ
っ
て
情
報
を
記
入
し
て
い
く
。
①
作
詞
・
作
曲

者
、
②
歌
詞
に
含
ま
れ
る
語
、
③
校
歌
制
定
年
月
日
、
④
校
歌
制

定
時
の
校
長
名
・
校
名
、
⑤
作
詞
の
経
緯
、
⑥
校
歌
の
視
聴
で
あ

る
。
こ
の
六
項
目
の
う
ち
、
②
④
⑤
⑥
に
つ
い
て
要
点
を
述
べ
る
。

　

②
歌
詞
に
含
ま
れ
る
語
は
、「
地
名
等
」「
学
校
名
」「
武
蔵
野

（
武
蔵
野
地
域
の
み
）」
と
い
う
、
校
歌
の
歌
詞
中
に
こ
れ
ら
の
注

目
す
べ
き
語
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
記
入
す
る
。

　

④
校
歌
制
定
時
の
校
長
名
・
校
名
に
つ
い
て
、
校
長
を
記
入
す

る
の
は
、
土
岐
に
歌
詞
を
依
頼
し
た
人
物
が
校
長
で
あ
る
場
合
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

⑤
作
詞
の
経
緯
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
の
記
載
が
長
文
で
あ
っ

て
も
、
作
業
者
が
要
約
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
一
言
一
句
そ
の
ま
ま

記
入
す
る
。

　

⑥
校
歌
の
視
聴
は
、
動
画
ま
た
は
音
声
に
よ
っ
て
校
歌
が
視
聴



で
き
る
場
合
、
視
聴
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
と
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
形
式

と
、
歌
声
が
入
っ
て
い
る
の
か
伴
奏
の
み
な
の
か
を
記
入
す
る
。

　

二
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
校
歌
の
歌
詞
を
記
録
す
る
。
作
業
者
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
な
が
ら
キ
ー
ボ
ー
ド
で
打
っ
て
い
く
の
で
は

な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
の
記
載
を
「
コ
ピ
ー
」
し
「
貼
り
付

け
」
る
の
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
、
打
ち
間
違
い
や
思
い
込
み
に

よ
る
歌
詞
の
誤
記
入
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
校
歌
が
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
等
の
音
楽
著
作
権
管
理
団
体
に
管
理
委
託
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
団
体
に
よ
る
楽
曲
の
管
理
番
号
（
作
品
コ
ー
ド
）
が
分

か
れ
ば
記
入
す
る
。

　

三
ペ
ー
ジ
・
四
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
に
つ
い
て

欄
内
に
記
入
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
補
足
し
た
い
こ
と
を
、

次
の
六
つ
の
種
別
に
振
り
分
け
て
記
入
す
る
。

〈
校　

歌
〉…
校
歌
情
報
全
般
。

〈
経　

緯
〉…
作
詞
の
経
緯
。

〈
言　

葉
〉…
作
業
者
が
歌
詞
中
で
注
目
し
た
語
。

〈
学　

校
〉…
学
校
情
報
全
般
。

〈
一　

般
〉…
右
記
に
振
り
分
け
ら
れ
な
い
情
報
で
、
記
録
し　

　
　
　
　
　

て
お
き
た
い
こ
と
。

〈
卒
業
生
〉…
こ
の
学
校
を
卒
業
し
た
著
名
人
。

四
シ
ー
ト
目
：
公
式
以
外
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票

　

学
校
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
他
に
も
有
用
な
情
報
が
記
載
さ

れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
る
場
合
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

情
報
を
記
入
す
る
も
の
。

　

五
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
二
ペ
ー
ジ
目
か
ら
五
ペ
ー
ジ
目
の
形
式

は
、「
学
校
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票
」
シ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
。

　

一
ペ
ー
ジ
目
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
確
認
日
、
サ
イ
ト
名
、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
と
、
記
載
が
あ
れ
ば
所
在
地
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
録
す
る
。
な
ぜ
所
在
地
や
連
絡
先
を
記
録

す
る
の
か
と
い
う
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
「
公
式
以
外
の
ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
」
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、
学
校
の
同
窓
会
や
学
校
を
設

置
し
て
い
る
法
人
な
ど
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

公
式
・
同
窓
会
・
学
校
法
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
中
に
は
校
歌
の

情
報
が
な
い
が
、
個
人
が
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
（
学
校
の
卒
業

生
な
ど
）
に
参
考
と
な
る
情
報
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
こ
こ
に
記
入
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す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
に
は
確
か

な
典
拠
が
無
か
っ
た
り
、
自
身
の
記
憶
の
み
に
頼
っ
て
記
載
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
信
憑
性
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
、
あ
く
ま
で
確
実
な
情
報
に
た
ど
り
つ
く
た
め
の
足
が
か
り
と

し
て
記
入
す
る
の
み
と
な
る
。

五
シ
ー
ト
目
：
冊
子
調
査
票

　

冊
子
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
等
で
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
む
）
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
記
録
す
る
。
学

校
の
記
念
誌
が
特
に
有
用
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
公
式
以
外
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票
」
と
同
形
式
だ
が
、
一

ペ
ー
ジ
目
は
書
名
、
著
編
者
、
出
版
社
、
発
行
年
、
冊
子
の
媒
体

（
紙
媒
体
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
電
子
媒
体
、
そ
の
他
）
を
記
録
す
る
。

六
シ
ー
ト
目
：
全
体
的
な
補
足

　
「
学
校
公
式
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
調
査
票
」「
公
式
以
外
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
調
査
票
」「
冊
子
調
査
票
」
に
記
入
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

や
、
こ
れ
ら
の
調
査
票
に
は
適
さ
な
い
情
報
を
記
入
す
る
。

　

以
上
が
調
査
票
の
内
容
で
あ
る
。

　

な
お
、
作
業
者
は
調
査
票
に
情
報
を
記
入
し
な
が
ら
、
次
の
よ

う
な
デ
ー
タ
も
収
集
し
保
存
す
る
。

・
校
歌
の
情
報
、
学
校
の
沿
革
、
そ
の
他
有
益
な
情
報
が
記
載
さ

れ
た
ペ
ー
ジ
の
画
面
キ
ャ
プ
チ
ャ
。

・
校
歌
の
楽
譜
。

・
校
歌
の
音
声
フ
ァ
イ
ル
。

・
有
益
な
画
像
（
校
歌
碑
等
）。

・
学
校
だ
よ
り
等
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
。

　

調
査
票
と
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
一
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
に
収
め
る
。

フ
ォ
ル
ダ
名
は
学
校
名
と
す
る
が
、
そ
の
先
頭
に
学
校
が
所
在
す

る
都
道
府
県
を
示
す
二
桁
の
数
字
（
都
道
府
県
区
域
コ
ー
ド
）
を

入
力
し
て
お
く
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
査
票
等
を
収
め

た
各
学
校
の
多
く
の
フ
ォ
ル
ダ
を
、
所
在
地
ご
と
に
整
列
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
見
や
す
く
、
整
理
も
し
や
す
く
な
る
。

　

い
ず
れ
は
こ
れ
ら
を
紙
に
打
ち
出
し
て
綴
じ
合
わ
せ
、
手
に
取



り
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
校

歌
を
収
集
し
て
き
た
が
、
学
校
ご
と
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
方
針

や
校
歌
へ
の
思
い
入
れ
に
差
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
、
校
歌
に
つ
い

て
様
々
な
情
報
を
載
せ
て
い
る
学
校
も
あ
れ
ば
、
校
歌
を
ま
っ
た

く
載
せ
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
な
ど
、
ど
う
し
て
も
収
集
し
た
情

報
に
ば
ら
つ
き
が
出
て
し
ま
っ
て
い
た
。
特
に
楽
譜
の
収
集
は
困

難
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
、
こ
の
懸
念
を
拭
い
去
る
幸
運
に
武
蔵
野
文

学
館
は
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
土
岐
善
麿
の
ご

令
孫
で
あ
る
土
岐
康
二
氏
よ
り
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
資
料
の
種
類
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
内

に
校
歌
に
関
す
る
資
料
も
か
な
り
の
数
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

資
料
に
よ
っ
て
、
校
歌
の
歌
詞
だ
け
で
な
く
楽
譜
ま
で
も
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ま
で
に
収
集
し
て
き
た
情
報
の
補
完
と

新
た
な
校
歌
の
発
見
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
校
歌
に
関
す
る

寄
贈
資
料
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
野
文
学
館
ス
タ
ッ
フ
の
藤
井
真
理

子
氏
に
よ
る
一
覧
が
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
い

学校情報学校公式web サイト調査票
（一ページ目）
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た
だ
き
た
い
。

　

更
に
、
ご
令
孫
か
ら
は
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
ご
本
人
に
お
目
に
か
か
り
お
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
も
で
き

た
。
ご
令
孫
は
土
岐
善
麿
の
仕
事
や
交
友
関
係
な
ど
に
大
変
お
詳

し
く
、
ま
た
“
祖
父
”
の
こ
と
を
と
て
も
愛
し
て
お
ら
れ
、
土
岐

善
麿
が
逝
去
し
て
か
ら
四
十
年
近
く
経
と
う
と
す
る
今
で
も
様
々

な
こ
と
を
実
に
鮮
明
に
覚
え
て
お
い
で
で
あ
っ
た
。

　

ご
令
孫
に
は
、
武
蔵
野
文
学
館
の
た
め
に
資
料
を
ご
寄
贈
く
だ

さ
っ
た
こ
と
と
、
ご
多
忙
の
中
わ
ざ
わ
ざ
武
蔵
野
大
学
ま
で
足
を

お
運
び
に
な
り
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

校
歌
の
収
集
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
が
、
寄
贈
資
料
の
助
け

を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三
、
収
集
の
成
果

　

こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
校
歌
の
数
は
二
百
八
十
曲
（
小
学
校
九

十
、
中
学
校
八
十
九
、
旧
制
中
学
校
二
、
高
校
・
高
等
専
門
学
校

八
十
五
、
大
学
・
そ
の
他
十
四
曲
）
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
の

全
国
分
布
を
見
て
み
る
と
、
宮
城
県
・
滋
賀
県
・
和
歌
山
県
・
岡

山
県
・
広
島
県
・
高
知
県
・
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
大
分
県
・
熊
本

県
・
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・
沖
縄
県
を
除
く
三
十
四
都
道
府
県
の

学
校
が
、
土
岐
作
詞
の
校
歌
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

土
岐
は
こ
れ
ら
の
校
歌
の
歌
詞
を
作
る
と
き
、
心
が
け
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。「
校
歌
」（『
弁
論
』、
第
四
十
二
号
、
一
九
五
二
年

一
月
）
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

遠
隔
の
地
で
も
、
曽
遊
を
回
顧
し
て
、
そ
こ
の
地
勢
な
ど
、

す
ぐ
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
行
つ
た
こ
と
の

な
い
地
方
に
つ
い
て
は
、
資
料
や
附
近
の
見
取
図
な
ど
を
送

つ
て
も
ら
い
、
そ
こ
の
環
境
な
ど
を
想
定
し
な
が
ら
、
ま
と

め
る
こ
と
も
あ
る
。
近
県
な
ら
ば
、
ひ
ま
を
こ
し
ら
え
て
い

ち
お
う
学
校
の
参
観
を
試
み
る
。

�

（
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。）

　

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
土
地
な
ら
記
憶
か
ら
地
勢
を
思
い
浮
か

べ
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
土
地
な
ら
学
校
の
資
料
や
付
近
の
見
取

り
図
を
送
っ
て
も
ら
い
、
近
県
な
ら
ば
足
を
運
ん
で
実
際
に
見
て



み
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
学
校
の
特
徴
や
雰
囲
気
を
掴
む
よ

う
に
努
め
て
い
た
。
ま
た
、
学
校
に
参
観
し
た
際
に
は
生
徒
の
前

で
講
話
を
し
て
、
そ
の
生
徒
た
ち
の
態
度
や
表
情
か
ら
歌
詞
の
モ

チ
ー
フ
を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
同
上
書
）。

　

そ
れ
で
は
、
武
蔵
野
文
学
館
が
校
歌
を
収
集
し
た
成
果
と
し

て
、
由
利
本
荘
市
立
本
荘
北
中
学
校
の
校
歌
を
こ
こ
に
と
り
あ
げ

解
説
し
た
い
。

由
利
本
荘
市
立
本
荘
北
中
学
校

　

由
利
本
荘
市
立
本
荘
北
中
学
校
（
以
下
、
本
荘
北
中
学
校
）

は
、
秋
田
県
南
西
部
の
海
寄
り
に
位
置
す
る
公
立
中
学
校
で
、
一

九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
五
月
二
日
に
本
荘
町
立
本
荘
中
学
校

（
以
下
、
町
立
本
荘
中
学
校
）
と
し
て
開
校
し
た
。
校
歌
が
制
定

さ
れ
た
の
は
、
そ
の
町
立
本
荘
中
学
校
の
開
校
か
ら
一
年
十
ヶ
月

ほ
ど
の
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
三
月
七
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

土
岐
は
戦
後
に
多
く
の
学
校
か
ら
作
詞
を
依
頼
さ
れ
る
が
、
そ

の
中
で
も
早
い
時
期
の
も
の
が
こ
の
「
町
立
本
荘
中
学
校
」
の
校

歌
で
あ
る
。
町
立
本
荘
中
学
校
が
土
岐
に
作
詞
を
依
頼
す
る
こ
と

に
し
た
経
緯
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
戦
争
が
終
結
し
て
ま
だ
数

年
も
経
た
な
い
中
で
開
校
し
た
こ
の
中
学
校
に
と
っ
て
、
学
校
の

象
徴
と
も
な
る
校
歌
の
作
詞
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
が
ま

さ
し
く
土
岐
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

作
詞
を
依
頼
す
る
に
あ
た
り
、
秋
田
に
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
土

岐
の
た
め
に
、
当
時
の
教
諭
が
土
地
の
風
景
画
を
描
い
て
東
京
の

土
岐
に
送
っ
た
（「
歌
い
継
ぐ
校
歌
42　

自
由
と
平
和
高
ら
か
に
」

『
秋
田
さ
き
が
け
』
二
〇
一
五
年
十
月
六
日
付
）。
ま
た
、
併
せ
て

学
校
に
関
す
る
資
料
も
届
け
た
よ
う
だ
。
土
岐
は
、
こ
れ
ら
の
資

料
を
も
と
に
、
遠
く
秋
田
の
地
で
懸
命
に
勉
学
に
励
む
子
供
た
ち

の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
作
詞
に
勤
し
ん
だ
は
ず
だ
。
こ
う
し
て
生

み
出
さ
れ
た
歌
詞
が
以
下
で
あ
る
。

一
、
春
は
桜
に
照
る
や
鳥
海

秋
は
子
吉
の
平
野
の
み
の
り

あ
あ
親
し
郷
土
の
空
よ
風
よ

強
く
明
る
く
豊
か
に
学
ぶ

本
荘
こ
こ
に
我
等
あ
り
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二
、
松
の
緑
に
映
ゆ
る
鶴
舞

雲
は
世
紀
の
光
に
流
る

あ
あ
消
え
ぬ
歴
史
の
跡
よ
城
よ

永
久
に
岸
打
つ
浪
音
高
く

本
荘
こ
こ
に
我
等
あ
り

三
、
ペ
ン
に
輝
く
自
主
の
星
影

常
に
自
由
と
平
和
を
守
れ

あ
あ
た
の
し
校
舎
の
窓
よ
庭
よ

絶
え
ず
た
ゆ
ま
ず
こ
ぞ
り
て
励
む

本
荘
こ
こ
に
我
等
あ
り

　

一
番
は
学
校
を
取
り
巻
く
風
景
を
描
く
。「
鳥
海
」
は
鳥
海
山

の
こ
と
、「
子
吉
の
平
野
」
は
本
荘
平
野
の
こ
と
で
あ
る
。
本
荘

北
中
学
校
は
、
子
吉
川
の
北
側
の
新
山
の
麓
に
あ
り
（
由
利
本
荘

市
石
脇
字
山
ノ
神
11
―

304
）
本
荘
平
野
か
ら
は
少
し
外
れ
て
い
る

が
、
開
校
当
時
の
町
立
本
荘
中
学
校
は
現
在
の
鶴
舞
会
館
（
由
利

本
荘
市
瓦
谷
地
1
）
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
（「
5
月
2
日

開
校
記
念
日
特
集　

本
荘
北
中
学
校
の
歩
み
」『
新
墾
』
平
成
二

十
五
年
度
第
六
号
）、
本
荘
平
野
の
中
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

二
番
は
土
地
の
歴
史
を
記
す
。「
松
の
緑
に
映
ゆ
る
鶴
舞
」「
永

久
に
岸
打
つ
浪
音
高
く
」
は
、
学
校
か
ら
日
本
海
が
近
い
こ
と

と
、
江
戸
時
代
に
そ
の
日
本
海
沿
岸
か
ら
吹
き
付
け
る
風
に
巻
き

上
げ
ら
れ
た
砂
の
被
害
を
な
く
す
た
め
に
、
松
を
植
樹
し
て
つ
く

ら
れ
た
防
砂
林
を
い
っ
て
い
る
。「
あ
あ
消
え
ぬ
歴
史
の
跡
よ
城

よ
」
は
本
荘
城
跡
地
の
こ
と
だ
。
本
荘
城
は
、
別
に
尾
崎
城
ま
た

は
鶴
舞
城
と
称
し
、
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
頃
に
築
城
さ
れ

た
。
戊
辰
戦
争
の
際
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
跡
地
は
大
正
時

代
に
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
城
跡
地
は
町
立

本
荘
中
学
校
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
た

め
、
学
校
に
と
っ
て
は
身
近
な
場
所
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

本
荘
北
中
学
校
か
ら
は
こ
の
城
跡
地
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
距
離
が
あ
る
。

　

三
番
は
学
校
の
校
章
と
精
神
を
示
す
。
校
章
は
開
校
の
約
二
ヶ

月
後
の
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
五
日
に
制
定
さ
れ
た
。「
校
章
の

「
ペ
ン
」
は
「
文
化
」「
学
問
」
を
象
徴
し
、「
三
つ
の
星
」
は
日

本
国
憲
法
の
精
神
で
あ
る
「
民
主
・
自
由
・
平
和
」
の
精
神
を
校



是
と
す
る
、
文
化
の
殿
堂
本
荘
中
学
校
（
本
荘
北
中
）
を
表
し
て

い
る
。」（『
新
墾
』
同
上
）
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
「
ペ
ン
に
輝
く

自
主
の
星
影
」「
常
に
自
由
と
平
和
を
守
れ
」
と
い
う
歌
詞
が
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
土
岐
が
学
校
の
資
料
と
し

て
風
景
画
だ
け
で
な
く
校
章
に
つ
い
て
も
受
け
取
っ
て
い
た
証
明

に
も
な
ろ
う
。

　

こ
の
校
歌
の
曲
は
作
曲
家
の
信
時
潔
が
担
当
し
て
お
り
、
本
荘

北
中
学
校
の
校
長
室
に
は
こ
の
信
時
に
よ
る
校
歌
の
楽
譜
の
原
譜

が
額
に
入
れ
ら
れ
飾
ら
れ
て
い
る
（『
新
墾
』
同
上
）。

　

信
時
は
「
海
道
東
征
」「
海
ゆ
か
ば
」「
沙
羅
」
な
ど
を
作
曲
し

た
人
物
だ
が
、
土
岐
と
親
交
が
深
く
、
二
人
が
組
ん
で
作
詞
・
作

曲
を
行
っ
た
校
歌
も
多
い
。
現
在
の
東
京
都
国
分
寺
市
で
は
信
時

が
そ
の
地
に
住
ん
で
い
た
縁
か
ら
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
小

学
校
と
第
一
・
第
二
中
学
校
の
作
曲
を
依
頼
し
、
信
時
の
紹
介
に

よ
り
土
岐
が
作
詞
を
担
当
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
（『
信
時
潔　

生

誕
120
周
年
記
念
行
事
に
取
り
組
ん
で
』
国
分
寺
市
立
公
民
館
、
二

〇
〇
七
年
）。

　

土
岐
が
作
詞
し
た
二
百
八
十
曲
の
う
ち
、
三
分
の
一
ほ
ど
が
信

時
の
作
曲
で
あ
る
。
今
後
は
歌
詞
だ
け
で
な
く
、
信
時
の
よ
う
に

作
曲
家
と
土
岐
と
の
関
係
も
重
視
し
て
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

四
、
成
果
の
公
開

　

武
蔵
野
文
学
館
で
は
、
校
歌
の
収
集
の
成
果
を
、
土
岐
善
麿
記

念
公
開
講
座
特
別
公
演
に
お
い
て
二
回
公
開
し
て
い
る
。
一
回
目

は
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
二
月
十
二
日
開
催
「
能
と
土
岐

善
麿　
「
実
朝
」
を
観
る
」
で
の
展
示
「
土
岐
善
麿
と
校
歌
」、
二

回
目
は
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
二
月
十
二
日
開
催
「
能
と

土
岐
善
麿　
「
鶴
」
を
観
る
」
で
の
講
演
と
展
示
「
文
学
に
遊
ぶ
」

で
あ
る
。
な
お
、
展
示
で
は
校
歌
だ
け
で
な
く
、
土
岐
の
新
作
能

の
解
説
や
土
岐
が
能
を
舞
う
姿
な
ど
の
写
真
の
パ
ネ
ル
も
作
成
し

た
。

　

校
歌
に
つ
い
て
の
展
示
の
内
容
は
次
の
通
り
（
二
回
と
も
ほ
ぼ

同
一
内
容
）。

・
解
説
パ
ネ
ル
（
概
要
説
明
、
敷
香
高
等
女
学
校
・
由
利
本
荘
市

立
本
荘
北
中
学
校
・
市
川
市
立
市
川
小
学
校
・
東
京
都
立
日
比

谷
高
等
学
校
の
校
歌
に
つ
い
て
）。
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・
解
説
パ
ネ
ル
の
四
校
の
歌
詞
と
楽
譜
。

・
校
歌
視
聴
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
と
、
視
聴
で
き
る
校
歌
の
一
覧
・
歌

詞
。

・
土
岐
が
校
歌
に
つ
い
て
執
筆
し
た
論
文
。

・
土
岐
善
麿
作
詞
校
歌
の
全
国
分
布
図
（
全
国
版
・
東
京
都
版
／

Ｂ
0
判
）。

　

こ
の
他
に
、
資
料
と
し
て
土
岐
善
麿
の
年
譜
（
Ａ
5
判
）
を
来

場
者
に
配
布
し
た
。

　

筆
者
も
展
示
会
場
に
立
ち
、
来
場
者
と
話
を
し
た
が
、
土
岐
が

校
歌
の
作
詞
を
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
場
で
初
め
て
知
っ
た
人
が

多
か
っ
た
。
分
布
図
を
見
た
あ
る
男
性
は
、「
自
分
の
出
身
校
が
こ

こ
に
載
っ
て
い
て
驚
い
た
。
自
分
の
子
ど
も
も
こ
の
学
校
を
卒
業

し
た
し
、
孫
は
ま
さ
に
在
学
中
だ
。
自
分
と
子
ど
も
と
孫
の
三
代

で
土
岐
作
詞
の
校
歌
を
歌
っ
て
い
た
と
は
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

講
演
で
は
筆
者
が
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
拙
い
な
が
ら
土

岐
の
こ
と
、
土
岐
の
作
詞
し
た
校
歌
の
こ
と
、
武
蔵
野
文
学
館
の

こ
と
を
お
話
し
し
た
。
土
岐
に
興
味
を
持
つ
来
場
者
は
、
配
布
さ

れ
た
年
譜
を
見
な
が
ら
、
時
に
頷
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
に
し
て
土
岐
が
校
歌
の
作
詞
を
行
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
校
歌
以
外
に
も
作
詞
を
し
て
い
た
こ
と

を
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

　

土
岐
は
三
百
近
い
校
歌
の
歌
詞
を
作
詞
し
て
き
た
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

　

校
歌
と
い
う
も
の
は
、
し
か
し
、
特
定
の
も
の
が
作
つ
た

も
の
の
よ
う
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
即
ち
、
そ
の
歌
詞
は
、
そ
の
学
校
の
生
徒
な
い
し
児

童
、
ま
た
は
学
生
た
ち
が
、
め
い
め
い
自
分
で
作
つ
た
そ
の

よ
う
な
気
の
す
る
こ
と
を
表
現
条
件
の
一
つ
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
め
い
め
い
が
か
つ
て
に
作
つ
た
も
の
に
節
を

つ
け
て
う
た
つ
て
い
た
の
で
は
、
バ
ラ
バ
ラ
で
、
制
定
さ
れ

た
校
歌
と
は
な
ら
な
い
か
ら
、
た
と
え
ば
ぼ
く
が
依
頼
さ
れ

た
と
す
れ
ば
、
ぼ
く
が
皆
に
代
つ
て
、
皆
の
う
ち
に
持
つ
て

い
る
発
想
の
欲
求
に
で
き
る
だ
け
そ
う
よ
う
な
も
の
と
す
る

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
作
る
前
に
学
校
を
参
観
す
る



と
き
、
あ
る
い
は
、
で
き
た
あ
と
の
発
表
会
の
と
き
な
ど
、

あ
い
さ
つ
の
機
会
を
得
て
、
か
な
ら
ず
ぼ
く
は
語
っ
て
お
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

�

『
教
育
音
楽
』
第
十
巻
八
号
、
一
九
五
五
年

　

こ
の
よ
う
に
土
岐
は
、
校
歌
は
そ
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
識
の
も
と
作
詞
を
行
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
土
岐
は
、
表
現
だ
け
で
な
く
表
記
に
も
気
を
付
け
て
い

た
。
そ
の
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
話
が
『
短
歌
シ
リ
ー
ズ　

人
と

作
品
11　

土
岐
善
麿
』（
武
川
忠
一
、
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）

附
録
の
月
報
「
短
歌
研
究
7
」
中
の
、
作
曲
家
渡
辺
浦
人
に
よ
る

「
土
岐
善
麿
先
生
と
私
」
に
見
え
る
。

土
岐
先
生
の
作
詩
で
、「
上
越
学
生
寮
の
歌
」
を
作
曲
し
、

そ
の
楽
譜
が
印
刷
さ
れ
て
私
た
ち
に
届
け
ら
れ
た
時
の
こ
と

で
す
。
い
つ
も
お
だ
や
か
な
先
生
が
、
そ
の
時
は
大
変
怒
り

ま
し
た
。
私
の
音
楽
に
対
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
と

は
別
に
先
生
の
作
詩
が
た
て
書
き
で
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
先

生
が
わ
ざ
わ
ざ
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
全
部
漢

字
に
直
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
僕
は
漢
字
を
知
ら
な
い

で
ひ
ら
が
な
を
書
い
た
の
で
は
な
い
。
よ
く
考
え
て
こ
こ
は

ひ
ら
が
な
が
よ
い
と
思
う
と
こ
ろ
を
わ
ざ
〳
〵
ひ
ら
が
な
に

し
て
い
る
の
で
す
。
全
部
僕
が
書
い
た
と
お
り
直
し
て
印
刷

し
て
下
さ
い
。」
千
部
印
刷
し
た
も
の
を
全
部
新
し
く
刷
り

直
さ
せ
ま
し
た
。
漢
字
を
た
く
さ
ん
使
う
ほ
ど
教
養
が
あ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
一
般
に
こ
の
よ
う
な
考
え

を
も
つ
人
が
多
い
の
は
、
や
は
り
学
校
教
育
の
誤
り
で
し
ょ

う
か
。

　

上
越
学
生
寮
と
は
、「
上
越
地
方
出
身
者
で
東
京
在
住
の
民
間

有
志
が
中
心
と
な
り
、
明
治
38
年
に
創
立
さ
れ
た
完
全
自
治
の
男

子
学
生
寮
」（http://w

w
w

.city.joetsu.niigata.jp/soshiki/

kyouikusoum
u/kenshin-academ

y.htm
l

、
二
〇
一
八
年
一
月

十
四
日
確
認
）
で
あ
る
。
現
在
は
解
体
さ
れ
、
上
越
学
生
寮
奨
学

基
金
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

土
岐
が
怒
っ
た
の
は
、
渡
辺
が
言
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
上
越
市
か
ら
東
京
都
に
出
て
き
て
勉
学
に
励
む
学
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生
を
思
い
な
が
ら
彼
ら
の
代
わ
り
と
な
っ
て
作
詞
を
し
た
そ
の
歌

詞
、
つ
ま
り
彼
ら
の
作
品
と
も
言
え
る
歌
詞
の
そ
の
表
記
を
、
軽

視
し
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

土
岐
は
校
歌
を
「
特
定
の
も
の
が
作
つ
た
も
の
の
よ
う
に
な
ら

な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
言
う
。
武
蔵
野
文
学

館
が
「
土
岐
の
作
品
」
と
し
て
校
歌
を
収
集
し
公
開
し
て
い
く
こ

と
は
こ
の
言
葉
に
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
一
つ

に
巧
み
な
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
表
記
に
も
こ
だ
わ
り
抜
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
校
歌
は
土
岐
の
「
こ
と
ば
」
を
研
究
す
る
資
料

と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
武
蔵
野
文
学

館
で
は
今
後
も
校
歌
を
収
集
し
研
究
し
て
い
く
こ
と
を
、
土
岐
善

麿
先
生
に
は
ど
う
か
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

補
足
：
冷
水
茂
太
に
よ
る
「
土
岐
善
麿
作
詞
校
歌
一
覧
表
」
に
つ

　
　
　

い
て

　

土
岐
が
作
詞
し
た
校
歌
の
調
査
と
し
て
は
、
冷
水
茂
太
氏
に
よ

る
「
君
ら
の
声
―
善
麿
作
詞
校
歌
の
調
査
―
」（『
周
辺
』、
第
一

巻
第
十
号
、
一
九
七
二
年
十
一
月
）
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
冷
水
氏

が
校
歌
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
と
そ
の
報
告
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
土
岐
善
麿
作
詞
校
歌
一
覧
表
」（
以
下
、

「
一
覧
表
」）
も
こ
の
稿
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
先
行

研○

究○

と
見
な
す
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
武
蔵
野
文
学
館
で
校

歌
を
収
集
す
る
に
あ
た
り
こ
の
一
覧
表
を
参
照
は
し
た
が
、
資
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
は
ど
う
し
て
も
言
い
難
い
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
「
君
ら
の
声
」
を
先
行
研
究
と
見
な
せ
な
い
の
は
、
ま
ず

何
よ
り
冷
水
氏
自
身
が
「
本
稿
は
未○

完○

で
は
あ
る
が
、
そ
の
調
査

の
報
告
で
あ
る
。」「（
一
覧
表
の
）
作
曲
者
名
、
制
作
年
次
が
ブ

ラ
ン
ク
の
と
こ
ろ
は
、
作
者
の
原
稿
控
に
よ
っ
た
も
の
で
、
未○

調○

査○

で
あ
る
。
今
後
、
個
々
に
調
査
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。」（
傍
点

は
筆
者
に
よ
る
）
と
言
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
冷
水
氏
が
校
歌
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
に
調
査
を
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
手
元
の
資
料
か
ら
ひ
と
ま
ず
こ
の
稿
を
ま
と
め
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
、
一
覧
表
が
未
完
成
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、
作
成
に
労
力
を
要
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
理
解
し
た
上
で
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



①
校
名
の
表
記
が
正
式
な
も
の
で
は
な
い
、
且
つ
不
統
一

　

限
ら
れ
た
高
さ
の
枠
の
中
で
校
名
を
一
行
で
記
す
た
め
に
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
だ
が
、
校
名
の
み
の
表
記
の
た
め
、
ど
こ
に
所

在
す
る
学
校
な
の
か
、
公
立
な
の
か
私
立
な
の
か
が
不
明
で
あ

る
。
例
え
ば
、
小
学
校
欄
に
「
大
宮
」
と
あ
る
が
、
大
宮
小
学
校

は
い
ま
、
さ
い
た
ま
市
・
千
葉
市
・
東
京
都
杉
並
区
・
富
士
宮

市
・
京
都
市
・
大
阪
市
・
奈
良
市
な
ど
全
国
に
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に
「
大
宮
」
だ
け
で
は
ど
の
大
宮
小
学
校

な
の
か
が
特
定
で
き
な
い
。
武
蔵
野
文
学
館
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
、「
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
小
学
校
」（
校
歌
制
定
時
は
大
宮
市
立

大
宮
小
学
校
）
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
逆
に
、
中
学
校
欄
に
「
秋
田
本
庄マ
マ

」
と
あ
る
よ
う
に
、

所
在
地
が
付
さ
れ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
秋
田
本

庄
」
は
「
本
荘
町
立
本
荘
中
学
校
」（
現
・
由
利
本
荘
市
立
本
荘

北
中
学
校
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
校
名
の
表
記
が
正
式
で
は
な
く
（「
～
市
立
」「
～
県

立
」
等
が
付
さ
れ
て
い
な
い
）、
不
統
一
の
た
め
、
ど
の
学
校
な

の
か
が
曖
昧
に
な
り
、
表
記
に
も
ま
と
ま
り
が
な
い
の
で
あ
る
。

②
一
覧
表
の
完
成
か
ら
時
が
経
っ
て
い
る

　

一
覧
表
は
少
な
く
と
も
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
以
前
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
完
成
か
ら
現
在
ま
で
に
四
十
年

ほ
ど
の
時
が
経
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
校
名
の
改
称
や
統
廃
合
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
も
大
変
多
い
。
そ
の
よ
う
な
学
校
は
一

覧
表
と
現
状
と
が
一
致
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

③
戦
後
に
作
詞
し
た
学
校
の
み
記
載

　

冷
水
氏
は
「
君
ら
の
声
」
の
中
で
、
土
岐
が
戦
前
に
校
歌
を
作

詞
し
た
学
校
と
し
て
「
敷
香
高
等
女
学
校
」
を
挙
げ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
一
覧
表
は
戦
後
に
作
詞
し
た
学
校
の
み
記
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
の
「
敷
香
高
等
女
学
校
」
の
名
は
見
え
な
い
。

　

同
稿
に
お
い
て
「
戦
前
の
作
詞
資
料
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な

い
」「
作
詞
依
頼
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
約
十
年
間
で

あ
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
冷
水
氏
と
し
て
は
よ
り
戦
後
の
校
歌
に

注
目
し
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
が
、
土
岐
作
詞
の
校
歌
の
一

覧
表
で
あ
る
な
ら
ば
、
判
明
し
て
い
る
数
が
少
な
か
っ
た
と
し
て

も
戦
前
に
作
詞
し
た
校
歌
も
記
載
し
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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武
蔵
野
文
学
館
で
は
校
歌
の
収
集
に
お
い
て
、
冷
水
氏
の
一
覧

表
を
参
照
は
し
た
が
、
校
歌
の
研
究
に
必
要
な
項
目
を
独
自
に
定

め
て
独
自
の
方
法
で
、
正
確
を
期
し
て
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
正
式
な
校
名
、
所
在
地
、
制
定
年
月
日
、
歌
詞
等
の

校
歌
の
基
本
的
な
情
報
は
元
よ
り
、
楽
譜
や
校
歌
依
頼
の
経
緯
も

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
学
校
の
沿
革
と
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
文
「
三
、
収
集
の
成
果
」
で
記
し
た
由
利
本
荘
市
立
本
荘
北
中

学
校
の
よ
う
に
、
校
歌
制
定
時
の
校
名
は
「
本
荘
町
立
本
荘
中
学

校
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
校
舎
は
本
荘
北
中
学
校
よ
り
子
吉
川
を
挟

ん
で
南
側
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
こ
の
よ
う
な
歌
詞

が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
察
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

冷
水
氏
の
調
査
に
つ
い
て
、
特
に
一
覧
表
の
こ
と
を
批
判
的
に

述
べ
た
が
、
冷
水
氏
の
成
果
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

武
蔵
野
文
学
館
は
今
後
も
冷
水
氏
が
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
敬
意

を
払
い
つ
つ
、
校
歌
の
収
集
と
研
究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

�

（
た
ん
じ　

ま
り
こ　

武
蔵
野
文
学
館
研
究
員
）


